
ABSTRACT

The　purpose　of　this　study　was　to　investigate　the　d誑erences　of　physical

fitness　level　and　calory　intake　and　consumption　of　daily　life　between　stu－

dents　in　good　health　and　in　poor　health．　Thirty－siχmale　thirty －eight　fe－

male　students　participated　in　this　study　as　subjects　and　were　eχamined　on

the　physical　fitness　level　measured　by　meaas　of　multifactorial　physical　fit－

ness　tests　and　the　level　of　calory　intake　and　consumption　of　daily　life　by

means　of　time　study　method ．　The　results　were　obtained　as　follows　：

No　significant　differences　were　found　in　the　physical　fitness　level　and

calory　intake　and　comsumption ．　of　daily　life　between　students　in　good
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health　and　poor　health．　It　was，　however，　deemed　to　be　implied　that　the

students　in　poor　health　were　lower　than　the　students　in　good　health　in　the

level　of　back　strength　and　the　calory　intake　of　daily　life．

要　　 旨

本研究の目的は，健康学生と虚弱学生とにおけ

る体力的特徴，日常生活における栄養摂取状況や

身体活動量の差異について明らかにすることであ

った．そのため，大学生男子36名，女子38名計74

名を対象とし，いくつかの体力テスト，生活時間

調査，栄養摂取状況調査および週間摂取食品数調

査を実施し，その結果を検討した．

結論として，健康学生と虚弱学生群とにおいて

はすべての項目とも統計的有意差が認められなか

ったが，虚弱学生は背筋力と栄養摂取量におい・て

劣るイ頃向か示された．　　　　　　　　　卜

緒　　　 言　　　　 上

虚弱という用語は日常的にもしばし ば 用 い ら

れ，身体か何となくひ弱であったり，病気にかか

りやすいような場合をさすことか多い．この虚弱

の程度を定量的に表現することはなかなか困難で

あるが，文部省 ）゚では「身体虚弱者 とは，先天的

または後天的原因により，身体的諸機能の異常を

示し，疾病 に対する抵抗力が低下し，あるいはこ

れらの現象が起こりやすく，そのため学校や幼稚

園に出席 するのを停止する必要は認めないか，健

康者と同じ教育を行うことによって，健康を障害

す るおそれのある程度のものをいう」と定義して

いるレ

新＃1）は，虚弱の特徴としていくつかの要因を

あげているが，その中の 一 つ に 発育や栄養が悪

く，それに伴って体力が劣弱であることを指摘し

ている．大学生において も，体育実技中に急に気

分か悪くなって座り込んだり，脳貧血を起こした

りするような者がときどき見受けられる．このよ

うな虚弱な学生の原因については程々の要因が考

えられるが，必ずしも実践的な検討は多くない．

本研究では，体育実技指導の立場から虚弱学生

を 厂明らかな身体的疾患あるいは疾病か認められ

ないにもかかわらず，運動中や運動後において急

に気分か悪くなったり，脳貧血を杞したりするよ

うな学生」と定義し，このような虚弱学生の体力

的特徴，日常生活における身体活動量および栄養

摂取状況を検討することによって，大学における

虚弱学生の健康・体力づくりの実践的指導に関す

る基礎資料を得ようとした．

方　　　法

本調査の対象者は，日本大学理工学部薬学科で

体育実技を受講している一年次生男子36名，女子

38名計74名であった．これらの対象者の身体的特

徴は，表1 に示す通りである．

これらの対象者に対しては1 ）虚弱学生判定の

ためのアンケート調査2 ）体力テスト3 ）生活時

間調査4 ）栄養摂取状況調査および5 ）週間摂取

食品数調査を実施した，

1）虚弱学生判定のためのアンケート調査　卜

この調査では，対象者に対して 厂あなたは高校

や大学で体育の授業中や運動後に貧血したり，気

分が悪くなったことがありましたか」という質問

を用意し，それに ① ときどきある ② なったこ

とがある ③ まったくないの3 種類の回答から選

ばせた．

この質問において ① あるいは ② の回答の者



表I　Characteristics　of　the　subjects

Seχes Groups　，
Age

（yrs）

Body

Height
（cm ）

仁

（kg ）

Chest

Girth
（cm ）

Male

Healthy　　　　M

N 　＝26　　　　SD

Poor　Health　　　M

N 　＝10　　　　SD

18．8

0 ．90

18．9

0．88

170 ．8

5 ．22

171 ．0

7 ．14

61．9

7．41

64．1

8 ．39

87．5

5 ．52

87．9

5．64

Female

Healthy　　　　M

N 　＝20　　　　SD

Poor　Health　　　M

N 　＝18　　　　SD

18．2

0 ．52

18．3

0．58

158 ．1

5 ．69

160 ．3

4 ．44

51．6

5 ．11

53．4

7 ．85

82．0

3 ．43

84．0

7 ．15

を虚弱学生（以下，虚弱群とする）とし， ③ の

者を健康学生（以下，健康群とする）とした．な

お，この調査では脳貧血や気分か悪くなった時の

症状や状態，その他の既応症などについても記述

させた．

2）体力テスト

体力テストとして， ① 反復横とび ② 垂直と

び ③ 背筋力 ④ 握力 ⑤ 上体そらし ⑥ 立位体

前屈および ⑦ 踏台昇降テストの7 項目を実施し

た ．これらの項目は，すべて文部省体力診断テス

ト6）の実施要領に準じて行った．また，各項目の

測定結果については点数換算表から得点化し↓ そ

の合計得点を体力得点とした．

3）生活時間調査

これは，対象者の一日の総消費カロリーを調査

するために行った．生活時間調査のための記録用

紙は，大島と山岡12）や高橋らlS）の調査表を参考に

して作成した．この調査は，昭和59年7 月10 日か

ら25日までの任意の3 日間について記録するよう

にし，3 日間の平均値を個人の一日総消費カロ リ

ーとして集計した．なお，この調査の実施に当っ

ては，前もって記入上の注意事項について十分に

説明した．

4）栄養摂取状況調査

この調査は，生活時間調査と同一日に実施させ
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た．この調査では，－一日のすべての摂 取食品を記

録し，それぞれの摂取カロリーを朝食 ，昼食，夕

食および間食に分けて集計させた．こ れらの食事

における合計摂取カロリーを一日総摂 取カロリー

とした．なお，この調査も3 日間実施 し，その平

均値を採用した．

5）週間摂取食品数調査

この調査では，小野ら13）や高橋ら16）と同様な調

査表と調査方法によって，一週間にお けるすべて

の摂取食品 について記録させた，週間 摂取食品数

は，この一週間に お け る 摂取食品の 合計値とし

た．なお，この食品数調査では，一週 間内におい

て同一食品を重複して何回摂取してもすべて一種

類の食品 として集計した．

結　　　果

表2 は，体力テストの各項目についての健康群

と虚弱群における測定結果である．また，健康群

における各テスト項目の平均値に対する虚弱群の

相対値の比較を，図1 に示している．

アンケート調査法によって判定した虚弱群の人

数は，男子36 名中10名（27．8＃），女子38 名中18

名（47．4＃）で，男子よりも女子の方がその割合

は高かった．虚弱の症状としては，マ ラソンや水

泳の後で気分が悪くなったものや腰痛 ，脳貧血な
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表2　Results　of　physical　fitness　test　on　healthy　and　poor　health　groups

Seχes Groups
Side

（仁

Vertical
Jump
（cm ）

Back

Strength
（kg ）

Grip

Strength
（kg ）

Upper
Lift

（cm ）

Forward

Bending
（cm ）

Step　up

Eχercise
（points）

Fitness
Scorer

（points）

Male

Healthy　　　　M

N 　＝26　　　　SD

Poor　Health　　　M

N 　＝10　　　　SD

t－ratio

44．0

4 ．03

43．4

9 ．00

．279

63．2

8．57

60．9

10．6

．675

145 ．1

28．2

130 ．5

27．3

1 ．403

42．9

7．23

42．2

n ．3

．221

57 ．3

7．04

59．1

6．44

．702

13．0

7 ．07

15．8

4 ．39

1．163

57 ．0

8．58

59 ．9

11．1

．837

23．9

2 ．80

23．9

4 ．63

0

Female

Healthy　　　　M

N ＝20　　　　SD

Poor　Health　　　M

N 　＝18　　　　SD

t－ratio

39．7

4．67

40．6

4．39

．852

45．7

5 ．47

46 ．0

4 ．14

．189

87．2

21．5

78．2

19．3

1 ．352

26．6

6．14

25．1

6．12

．752

58 ．4

8 ．93

61．1

6．87

1 ．036

19．1

5 ．21

15．8

6．73

1．700

65．3

13 ．6

61 ．4

15 ．1

．838

20．2

2 ．82

19．8

2 ．84

．435
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図I　Relative　ratios　of　poor　health　group　to　healthy　group

in　physical　石tness　test

どが主なものである．　　　　　　　　　　 ‥

体力テストの各項目についての健康群と虚弱群

とにおける平均値の比較では，項目によってわず

かな優劣かみられたか，男女ともすべての項目に

おいて統計的有意差を認めなかった．ただ，平均

値の相対比較では図1 に示したように，男子の立

位体前屈を除く全般的な項目において虚弱群の方

が健康群よりも低い傾向であった．特に，背筋力

の項目では男女とも虚弱群の方が約10％も低い値

であった．

表3 は，健康群と虚弱群に お け る 栄養摂取状

況，週間摂取食品数および一日総消費カロリーに

ついての調査結果 であ る． 朝食の摂取カロリー

は，男子では虚弱群，女子では健康群の方がそれ

ぞれ高い平均値を示したが，ともに有意差は認め

られなかった．朝食の摂取カロリーについては，

各群とも標準偏差が著しく高かったので，図2 に

示すようなヒストグラムから検討した．朝食の摂

取カロリーでは，最小値かO キロカロリー，最大

値は846 キロカロリーで，著しい個人差が示され

た．朝食の摂取カロリーが著しく小さい者は，朝

食抜きであったり，牛乳だけの摂取であった．一

日総摂取カロリーは，男女とも虚弱群の方が低い

平均値であったが，健康群とに有意差は認められ



表3　Results　of　calory　intake　and　consumption　on　healthy　and　poor　health　groups
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Sexes 、 Groups

Calory　Intake　（kcal ） Food　Intake

per　Week
（Numbers ）

c。よ謡i。。
フ ヤBreakfast per　Day

Male

Healthy　　　　M

N 　＝26　　　　SD

Poor　Health　　　M

N ＝10　　　　SD

t－ratio

358 ．9

170 ．6

477．7

209．4

1．757

2142 ．8

385 ．2

2062 ．2

424 ．5

．547

52．4

17．6

45．4

18．6

1．053

2322 ．9

289 ．6

2394 ．8

311 ．7

．654

Female

Healthy　　　　M

N ＝20　　　　SD

Poor　Health　　　M

N 　＝18　　　　SD

t－ratio

399．2

133．8

359．9

135．5

．898

1919 ．0

363 ．2

1697 ．7

338 ．9

1 ．935

62．0

15．9

67．3

18．1

．361

2108 ．5

250 ．1

2145 ．6

376 ．7

，961
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図2　Histgram　of　calory　intake　at　breakfast　on　healthy

and　poor　health　groups

なかった．ただ，女子では健康群1 ，919キロカロ

リT に対し，虚弱群1 ，697キロカロリーで，虚弱

群の方が約220 キロカロリーも低かった．

週間摂取食品数は，男子では虚弱群，女子では

健康群の方がやや低い平均値を示したが，ともに

有意差は認められなかった．男女それぞれの平均

値は，男子45～52種，女子62～67種で，女子の方

がやや高い傾向であった．

一日総消費カロリーは， 男子約2 ，300～2 ，400

キロカロリー，女子約2 ，100～2 ，150キロカロリ

ーで，ともに健康群と虚弱群とには有意差が認め

られな か った 。

考　　　察

本研究では，大学体育実技実践の立場から虚弱

学生を「明らかな身体的疾患あるいは疾病が認め

られないにもかかわらず，運動中や運動後におい

て急に気分が悪くなったり，脳貧血を 起したりす

るような学生」と規定し，このような学生の体力

的特徴，日常生活における栄養摂取状況や身体活

動量について検討した．

その結果，これらの検討項目のすべてにおいて



－170－　　　　　　　　　　　　卜

健康学生群と虚弱学生群とには統計的有意差か認

められなかった．これは，虚弱学生判定のための

方法としてア ンケート調査法を用いたこと，さら

にこのアンケ ート調査において「高校や大学で体

育の授業中や運動後に貧血したり，気分が惡くな

ったことかおりましたか」という質問に対し，一

度でもなった ことがある学生までも虚弱学生とし

て判定したことなどが影響して，虚弱と健康との

差が大きくなかったためと思 わ れ る．したがっ

て，本研究で は統計的有意差が認められなかった

項目であって も，平均値差が大きかったものにつ

いては傾向差 として考察する．

体力テストにおける各項目の平均値比較におい

て男女とも虚弱群の方が低かったのは，背筋力で

あった．宮崎ら7）は，大学スポーツ選手の背筋力

発揮時における体幹背筋群の筋電図から，背筋力

発揮時における上体前傾角度か増大 す るに 従っ

て，腰部への力学的ストレスが増加することを報

告し，スポーツ選手の腰痛予防のためのトレーニ

ングの重要性を強調している．

また，吉永 ら19）は，東京オリンピック重量挙げ

候補選手を対象として躯幹筋の筋電図学検討を行

い，躯幹の背筋，肋間筋，腹筋群は脊柱保護作用

として重要な役割を果しており，躯幹筋の収縮に

よる体腔内圧 の上昇が想像以上の重量物の挙上を

可能にすると報告している．したがって，背筋力

が低かった虚弱群では，このような躯幹筋の筋力

低下がうかがえる．ただし，本研究における虚弱

琲の症状の中 には，腰痛も含まれていた．そのた

めに背筋力の測定で，自己の最大筋力が発揮でき

ずに低い値となったことも考えられる．しかし，

高沢ら18）の指摘のように，腹筋や背筋群の筋力低

下か逆に腰痛を発症させたとも考えられる．

井川ら4）は ，女子高校生を対象として血液性状

と体力，運動能力との関係を検討した結果，血中

ヘモグロビン値と体位，体力との相関は認められ

ず，特に1 ，000m 走との相関も認められなかった

と報告している．本研究において も虚弱群の中に

貧血の者が含まれていたか，健康群とに体力の差

を認めなかった点は一致している．栄養不足は，

貧血8）や種々の疾病の原因3）となるだけでなく，

空腹状態での運動は不整脈を誘発させるという報

告14）もある．そこで，虚弱学生の日常生活におけ

る栄養摂取状況について検討した・

日常生活における栄養摂取状況としての朝食の

摂取カロリーと一日総摂取カロリーについての健

康群と虚弱群との比較では，朝食の摂取カロリー

は男女とも個人差が著しくて両群には差を認めな

かったか，一 日総摂取カロリーは女子の虚弱群が

低い傾向であった．

土橋ら2）は，小学生を対象とした朝食について

の調査から，最近 の子どもは必ず毎日，朝食を食

べて登校する者は86 ％ で， その多 く（約60 ％）

は，食欲不振のまま食卓につき，ごはんなら軽く

一杯（約60 ％）， パ ンなら1 枚（50＃）という程

度で登校していることを報告している．

また ，野崎らlO・11）は，大学生を対象とした調査

において，朝食をまったく摂らない学生は，男子

5．8～8 ．2＃ ，女子0 ．8～1 ．3　^ で， 男子の方が圧

倒的に多いことを指摘している．

本研究では，調査人数が少ないこ・ともあ って朝

食をまったく摂取しない学生は男子健康群のわず

か1 名だけであった．しかし，朝食か100 キロカ

ロリー以下と著しく低い者600 キロカロリー以上

と著しく高い者など，朝食の摂取カロリーの個人

差は大きいことから，至適朝食量についてはさら

に検討か必要であろう．

野崎lO・11）らの報告によると，大学生の一日総摂

取カロリーの平均値は，男子約2 ，200キロカロリ

ー，女子約1 ，700キロカlj リーである．本研究に

おいても，これとほぼ同様な平均値であったが，

女子においては健康群が約1 ，900キロカロリーで

やや高い値であった．女子の虚弱群は約1 ，700キ

ロカロリーで，健康群よりも約200 キロカロリー



ほど少ない摂取量となった．このことは，女子で

は栄養摂取状況の良否が虚弱傾向と関係すること

を示唆したものと考える．

週間摂取食品数は，男子45 ～52 種，女子62 ～67

種で ，男女とも健康群と虚弱群とに有意差を認め

なかった．小野ら18）や高橋1°・17）らは，週間摂取食

品数の著しく少ない者 は多い者よりも皮脂厚が大

きく，肥満傾向にあり，体力や運動能力において

劣る傾向にあると報告している．本研究ではこの

ような傾向は認められなかったことから，週 間摂

取食品数の多寡は必ずしも虚弱学生の特徴を把え

るものではないと思われる．

日常生活における身体活動量の大小は，虚弱と

一定の関係にあるものと予想されたが，本研究の

結果ではこのような関係は認められなかった．こ

れは，栄養摂取状況の調査と同様に，任意の三日

問についての調査であったため．，個人 の平常の身

体活動量を代表する値とならなかったことも考え

られる．

クズネーツォバ リ゙ま， その著書の中で，「ある

学校では，虚弱児グループの児童に，授業の主要

部分である練習運動をあたえていない こ と が あ

る．それは野外授業でも同様である．時には，体

育の授業を 全く受けさせない場合 もある． …（中

略）…しかし， 身体運動課業が， これらの児 童の

身体の年齢的，個人的特徴 に 応 じて ，時間的に

も，度合においても巧みに配合されると，積極的

に運動を行 わせることにより，所期のよい結果を

得ることができる」と述べている．　　　T

本研究では健康学生と虚弱学生とにおける体力

的特徴，日常生活における栄養摂取状況や身体活

動量の差違について，必ずしも十分に明らかにで

きたとは言えないが，今後もこのような実践的研

究を続けていくことがより重要なものと考える．

― 　171

結　　　論

本研究は，健康学生と虚弱学生とにおける体力

的特徴，日常生活における栄養摂取状況や身体活

動量の差異について明らかにする こ と を 目的と

し，いくつかの体力テスト，生活時間調査，栄養

摂取状況調査および週間摂取食品数調査から検討

した結果，両群間にはすべての調査項目において

統計的有意差が認められなか っ た が，虚弱学生

は，背筋力が弱く，栄養摂取状況においてやや劣

る傾向にあることが示された．
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